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  旅日記 
  －ヨセミテ・キングスキャニオン・セコイア 
                     鶴田 泰子 

 
 今年6／17~6／26の10日間、アメリカ、カルフォルニア州
にある3つの国立公園、ヨセミテ、キングスキャニオン、セコ
イヤの広大な自然に触れる旅をしてきました。 
 メンバーは男5名、女3名の、平均年齢68歳シルバー隊(シ
ルバー割引の恩恵受けれた) 全員元気印の行動派。1日の行動
12時間でも何のそのでした。 
 メンバーNさんのインターネットを駆使した綿密な手作りの
計画書を基に、6／17日１６：０７成田を無事離陸。           
余談になるが、日本～サンフランシスコの時差は－17h、1 時
間当たり経度で15°(360／24）違うのだから、日本はE135°
なのでサンフランシスコはW120°位かなと考えていたら、サ
ンフランシスコの街の広場で、石

畳の絵の中に大きく緯度経度線が

描かれ、N37°46′48,3″、ｗ
122°24′45,1″と記されていた
のを発見。（写真）地理クラブの自

覚が頭をよぎり、地球上のアメリ

カの地で自分の立っている正確な

緯度経度を認識できたことに感動

してしまった。 
 
 サンフランシスコ空港で厳しい

入国手続きをやっと済ませ、6／17日 10：30チャーターした
車でヨセミテに向かう。途中マーセドと言う町でレンタカーを

借りて、3 人はレンタカーでチャーター車の後についてくる形
で、ヨセミテビューロッジまで 2 台で走る。（ヨセミテ公園内
ではチャーター車なしでこのレンタカーをフルに使って移動、

便利させてもらった。運転手のNさんは馴れない左ハンドルで
緊張したことでしょう。） 
 ロッジはヨセミテ公園の手前、車で 30 分位の道路沿いのリ
バーサイドにあり、静かな谷間の自然な雰囲気が良い。ここに

6 泊するのだが想像以上にチェックインに難航。訛りの強い早
口英語で、さっぱり会話がかみ合わず、案内された部屋が予約

内容と違ったりで、部屋に落ち着くまでに 2 時間も要して 18
時過ぎになってしまった。遅くなり、言葉もよう通じないレス

トランに入る元気もなく、夕暮れの外のテーブルで、テイクア

ウトのピザとビールの夕食で何とか腹を満たし、明日に備えた。 
 6／18~6／22の5日間はヨセミテ公園をレンタカーとシャト
ルバスとツアーバスを使って、地図を片手に片言でほぼ計画に

沿った行動をこなした。行動は大きく3つに分けて、1つ目は
ヨセミテバレーを中心に３日間、幾つものビュウポイントを散

策する。2 つ目はグレッシャーポイントを 1 日ハイキング。3
つ目は、山勘のすぐれたMさんがロッジのロビーで,日本人の
公園レンジャーを兼ねたガイドを見つけてきて,タイオガロー
ド沿いの高原地帯トゥオルミミドウを車で1日案内してもらう
交渉をまとめた。 
 1 つ目のヨセミテバレーは 4000m 級の山々が連なるシエラ
ネバダ山脈の懐に抱かれたU字谷で深さ 1000m、幅 1600m、

長さ 11,5kｍもある、上高地の何倍もある感じ。マーセド川沿
いに氷河に彫刻された巨大な岩峰が幾つも特徴ある姿を誇って

いる。岩山からは落差 740ｍもの大きな滝や雄姿を誇った滝が
轟々と白さを浮き彫りにして流れ落ち、氷河湖を思わせる鏡の

ような湖は深々と岩峰を映している。自然が何年もかけて造り

上げた「神々の遊び場」といわれるところだ。 
 2 つ目のグレッシャーポイントはヨセミテビレッジからバス
で1時間30分ほど登る標高2199mの絶壁のてっぺんのビュー
ポイントで、そこからのパノラマ風景はシエラネバダ山脈を背

景にヨセミテの岩峰をかかえた山々と滝と木々が織り成す箱庭

を上から見渡すような絶景である。この感動した風景の中を 6
時間かけて降りてきた。眺めるより遥かにスケールが大きくて

ビレッジに着いた時にはヘトヘト。それでも幾つかの山を越え、

3つの大きな滝の上の川を渡り,滝の落ち口を上からのぞき、中
間で滝のミストを浴び、下からはゴーゴーと落ちる滝を見上げ、

巨大な滝に触れての下山は神々の気分。 
 3つ目のトゥオルミミドウの1日は実に名ガイドが我々のレ
ンタカーを後に従えて朝 7時~19時まで効率よく 3000mの高
原地帯を中心に案内してくれた。森や湿原、湖を散策したり岩

山へ登り残雪の山々を写真におさめたりで濃い内容となる。し

かも料金は3人分だけの600ドルで8人を案内してくださった。
感謝、感謝！ 
 6泊のヨセミテはアッと言う間だった。1日8~12時間行動で
も、朝食夕食はスーパーで食材を買って来て、部屋で調理して

食べる早業、全員一致協力した学生の合宿のようなものだった。 
 6／23～6／25の 3日間はレンタカーを返して全員チャータ
ー車でキングスキャニオン、セコイヤの両公園を急いで観光。

グランド将軍の木、シャーマン将軍の木で有名な高さ80ｍ以上
樹齢2000年以上のジャイアントセコイアの巨木に触れ感激！ 
世界の巨木がベスト 30 もある森林公園を車で走り、サンフラ
ンシスコに 6／24日16時過ぎに着いた。ゴールデンブリッジ
を見てホテルに荷物を置き急いで市内観光、又地図を片手にシ

ビックセンターからフィッシャーマンセンターまで足を伸ばし

22時まで歩き回る。危うく夕食にありつけない所だった。ホテ
ルのレストランに滑り込みセーフで助かった。機内食が行きよ

り帰りの方が美味しく感じたのは何故かな？ 6／26日 17時
成田に無事到着でホッとした。  

 

 
写真：ヨセミテの岩峰（左上）高原の湖にて（右上）シャーマン将軍の

木（左下）グレッシャポイントより（右下）
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連載  ゆにーく 標識＆標石  ② 子午線標 
 
  天測点に必ず付随してコンクリート製の子午線標というものが設置された。天測点から真北(子)もし
くは真南(午)の何キロか離れた天測点から見える地点に設置されている。しかし地形図に記載されていな
いことから、存在は極一部のマニアの人達に知られているだけである。さらに残念なことは宇都宮市八幡

山の子午線標、長野県髻山の子午線標は撤去され、茨城県高鈴山の子午線標も撤去されたらしく行方不明

である｡ 
 子午線標探しは三角点探し以上に面白く、一度やったら辞められない。（遠山） 
 

写真は堂平山子午線標 

 行きましょう  読図山行 
■ 2008年9月27日（土）大菩薩南西部 
JR中央線・塩山駅 北口9：00 集合 
延期していた源次郎岳、恩若ノ峰への読図山行です。詳細は

AGCレポートvol11記載内容と変更ありません 
中日川～塩山 約5時間 
地形図：1/2.5万「大菩薩峠」「塩山」  参加予定者は担当・
北野まで必ず申込みください（090-3046-1189） 
■ 2008年10月18日(土)～19日(日) 須坂基線と増大点 
JR長野駅 善光寺口 10：00 集合 
詳細は前号・AGCレポートvol-14をご覧ください 
申込み締切 9月3日 担当・近藤 （090-1999-7404） 

 行ってきました  鳳凰三山からの交信 今井秀正 
８月１４,１５日に南アルプス夜叉神峠から鳳凰三山を縦走し、
白鳳峠から広河原コースへ行ってきました。同行者の調整がつ

かず、単独行になった事と１５日の天候は降られる可能性があ

ったので天泊予定を小屋泊に変更したため、荷物は軽く、小屋

泊の良さを改めて感じてしまいました。１４日のコースは１１

時半、初めて展望がある夜叉神峠小屋前でしたが、すでに雲が

わいて展望はなく、以後もすべて樹林の中で暑苦しく大汗でし

た。１２時に峠発、１５時苺平着。１５時は遠山会員と４３９．

３２Ｍｈｚ美ヶ原レピータを使って無線交信の約束時間なので、

呼び出したものの応答なし。ダメか、と歩き始めようとしたと

ころ、長野県東御市八重原で避暑中の近藤会員からコールがあ

って驚きました。「遠山さんの代行」とのことで、メリット５の

交信ができました。もっともレピータを経由しなくても交信で

きる位置かも知れません。１５時３０分南御室小屋着。宿泊客

は３０人ほどで、寝床は広く、快適にぐっすり眠ることが出来

ました。翌朝５時５５分発、白砂の中を歩き、地蔵岳８時３０

分着。コース中、薬師岳付近からあちこちにタカネビランジの

桃色の花が見られ、大いに目を楽しませてくれました。その中

で白花のタカネビランジはただの一株だけ。花形は小さめでし

た。そのほか花色が濃いホタルブクロ、あと１週間か１０日で

咲くリンドウの生き生きとした株があちこち目に付きました。   

地蔵岳下の広い白砂の賽の河原は人も少なく、西側縁に並ぶ百

体以上の石の地蔵達がわれわれを見下ろしていました。ここま

で来たからにはと有名な白い花崗岩のオベリスクまで行きまし

たが、残念ながら下界は雲の下。軽食をとって９時３０分高嶺

経由白鳳峠へ。ほとんどの人たちは青木鉱泉へ下山との事でし

た。白鳳峠で１５分ほど休み１１時３０分下山開始、１３時１

５分野呂川林道着。この下山コースは樹林帯へ入って中間付近

から傾斜もきつく、荒れ気味であまり通りたくないコースでし

たが、広河原へは最短のコースですから仕方がないのでしょう。 

今回はカメラも携帯電話もノートも忘れて持たず、の世捨て人。

しかし無線機だけ持って行ったというのは自分でもよくわかり

ませんが、２日間の軽装ハイキングは久しぶりに単独の楽しさ

を思い出させてくれました。     以上  （今井・記） 

 EVENT  

企画展 宝の山２００８-磐梯山をめぐる人と自然- 

9 月 23 日（火）まで 於：福島県立博物館（会津若松市城東町

1-25 （TEL 0248-28-6000）  

会津のシンボル磐梯山をとりまく自然や歴史・民族など、これまであ

まり知られていなかった姿を紹介。（詳細は福島県立博物館へ） 

池の平シンポジウム2008 

9 月 24 日（水） 於：湯の丸自然学習センター（長野県東御市地蔵

峠） 池の平自然観察会＆講演（ﾃｰﾏ①中央分水嶺、②湯の丸の

高山植物） 詳細は東御市観光協会へ（0268-64-5895） 

 図書・資料の紹介  

◆ 特集「地図」が読める人になる 山と渓谷9月号 

読図は脳を活性化させるそうですよ。 

 
 例会の議事録  
2008年8月6日(水) 19：00～20：00 於JAC集会室A 

出席者６名（北野、近藤、遠山、高橋、羽鳥、今井(順不同)) 

内容： ①ＡＧＣレポート ＶＯＬ．７ 分水嶺特集号を国会図書館へ

届けたことに対する収集受け入れ係からの礼状回覧。(北野) ②Ｊ

ＡＣヒマラヤ環境調査隊報告会が８月１４日１４時から１７時にルー

ム１０４号室で行われる。申し込み不要。(北野) ③整理を終了した

旧版地図リストは２冊作成し、うち１冊はＪＡＣ図書館へ入れる。(近

藤) ④延期になっていた源次郎岳山行は改めて９月２７日を予定

する。(北野) ⑤１０月１８、１９日に予定している須坂基線踏査参加

申し込みは９月３日(ＡＧＣ９月定例会日)までに近藤会員まで申し込

み願いたい。(近藤) 

終了後は「鮨の家」にて懇親会(６名) (今井)   

                                  

―――――――――― お 知 ら せ ―――――――――― 

◆次回の例会 

日時 ９月３日（水） 18：30から 於：山岳会 ルーム 

テーマ：今後の計画、山行報告 ほか 

例会終了後の懇親会も是非出席ください 

◆ 編集後記◆ 

＞気になる白馬大雪渓の崩落事故ですね。大雪渓は現在通行がで

きなくなっているとの事。遠山さんからメーリングリストで いろいろ報告さ

れています。皆さん、くれぐれもお気をつけください。 (kon） 
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